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2白馬議会だより　139 号　令和4年1月31日

総
務
社
会総

務
社
会
委
員
会

●�

議
案
第
32
号　

記
号
式

投
票
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

白
馬
村
長
選
挙
に
お
け
る

記
号
式
投
票
を
、自
書
式
投
票

に
変
更
の
た
め
の
条
例
廃
止
。

●�

議
案
第
33
号　

白
馬
村

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

消
防
団
組
織
維
持
の
た

め
、団
員
の
年
額
報
酬
を
改

定
、出
動
手
当
を
日
額
制
に

変
更
。ま
た
報
酬
の
支
払
先

が
分
団
か
ら
個
人
に
変
更
。

 

質
疑 問

報
酬
改
定
の
考
え
方

は
。

答
報
酬
の
見
直
し
か
ら

着
手
、
役
職
額
は
各

自
治
体
で
差
異
が
見
ら
れ
る

の
で
、団
員
報
酬
を
基
準
に

し
て
決
め
た
。

●�

議
案
第
34
号　

村
税
等

の
納
期
を
変
更
す
る
た

め
の
白
馬
村
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

村
税
及
び
後
期
高
齢
者
保

険
料
、保
育
料
、放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
料
の
納
期
限
を

各
月
の
末
日（
12
月
は
25
日
）

に
変
更
し
、関
係
条
例
を
一

括
改
正
。

●�

議
案
第
35
号　

白
馬
村

使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
の
改
修
に
よ
り
、新
た

に
多
目
的
室
の
設
置
に
伴

い
、名
称
及
び
使
用
料
１
時

間
４
０
０
円
を
追
加
。

●�

議
案
第
36
号　

白
馬
村

ウ
イ
ン
グ
21
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

ウ
イ
ン
グ
21
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
撤
去
に
伴
い

項
目
を
削
除
。

●�

議
案
第
37
号　

白
馬
村

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

上
位
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、出
産
育
児
一
時
金
を

40
万
４
千
円
か
ら
40
万
８
千

円
に
引
上
げ
。

 

意
見 

　

移
住
定
住
促
進
策
の
一
つ

と
し
て
、村
独
自
の
出
産
祝

い
金
制
度
を
要
望

●�

議
案
第
38
号　

令
和
３

年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
４
億
４
０
１
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

63
億
５
７
８
５
万
１
千
円
と

す
る
も
の
。

 

総
務
課 

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の

１
億
８
５
８
２
万
７
千
円
の

増
額
は
、歳
入
の
ふ
る
さ
と

納
税
一
般
寄
付
金
３
億
１
５

０
０
万
円
増
額
に
伴
う
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
手
数
料

８
３
３
万
５
千
円
、返
礼
品

送
料
等
１
３
５
９
万
２
千

円
、
返
礼
業
務
委
託
料

１
億
６
３
９
０
万
円
。
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
事
業
に

２
億
４
５
８
７
万
円
余
り
を

積
立
。

 

税
務
課 

　

歳
入
の
固
定
資
産
税

２
８
７
１
万
２
千
円
増
額
し
、

地
方
税
減
収
補
て
ん
特
別
交

付
金
２
８
７
１
万
２
千
円
減

額
の
組
替
え
。

 

住
民
課 

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の

科
目
の
組
替
え
。

 

健
康
福
祉
課 

　

心
身
障
害
者
福
祉
事
業

６
６
８
万
８
千
円
増
額
は
、

自
立
支
援
給
付
費
増
な
ど
。

児
童
福
祉
給
付
費
２
２
１
万

円
増
は
対
象
者
の
増
加
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
委
託
料
56
万

円
計
上
。

 

質
疑 問

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
の
会
場
は
。

答
ウ
イ
ン
グ
21
と
ジ
ャ

ン
プ
台
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
を
想
定
。

 

子
育
て
支
援
課 

　

児
童
手
当
等
給
付
事
業

１
６
８
４
万
２
千
円
の
増
額

は
、児
童
手
当
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
と

過
年
度
還
付
金
な
ど
。

 

教
育
課 

　

中
学
校
教
育
振
興
事
業

８
４
１
千
円
増
額
は
、新
年
度

1
年
生
が
81
名
入
学
予
定
で

３
ク
ラ
ス
編
成
予
定
、机
、椅

子
が
30
不
足
す
る
の
で
購
入
。

●�

議
案
第
39
号 

令
和
３
年

度
白
馬
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１
４
０
０
万
円
を
追
加
し

総
額
を
10
億
７
３
８
０
万

1
千
円
と
す
る
も
の
。

感謝 ! ふるさと納税3億円増感謝 ! ふるさと納税3億円増
ふるさと納税基金事業に2億4 5 8 7万円余りを積立ふるさと納税基金事業に2億4 5 8 7万円余りを積立

ふるさと納税はいまや貴重な財源
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産
業
経
済

議
決
結
果

各観光協会へコロナ対策集客イベント開催支援各観光協会へコロナ対策集客イベント開催支援

上限100万円の補助上限100万円の補助
産
業
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
38
号　

令
和

3
年
度
白
馬
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）所
管
事
項

 
農
政
課 

　

ほ
場
整
備
事
業
１
９

５
０
万
円
減
額
は
、北
城

北
部
地
区
ほ
場
整
備
の
調

査
設
計
委
託
料
が
、地
域

の
事
業
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、現
時
点
で
す
べ
て

の
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
た
め
。

 

質
疑 問

村
の
事
業
負
担

額
は
い
く
ら
か
。

答
基
本
割
合
は
総

事
業
費
12
億
の

5
％
で
６
千
万
円
だ
が
、

集
積
率
85
％
と
集
約
率

80
％
を
満
た
す
こ
と
に

よ
り
、村
の
負
担
割
合
は

7
・
18
％
の
８
６
２
５
万

円
に
な
る
。

 

建
設
課 

　

道
路
維
持
費
３
５
２

万
8
千
円
の
増
額
は
、除

雪
事
業
の
塩
カ
ル
散
布
を

直
営
と
し
た
こ
と
に
よ
る

必
要
経
費
。財
源
は
車
両

売
払
い
収
入
を
充
当
。

 

観
光
課 

　

観
光
施
設
整
備
費

の
増
額
は
、
白
馬
槍
温

泉
の
登
山
道
整
備
に

３
０
０
万
円
を
負
担
。新

た
に
感
染
症
対
策
集
客

イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
補

助
金
と
し
て
各
観
光
協

会
へ
１
０
０
万
円
を
上

限
に
助
成
す
る
費
用
と

し
て
４
０
０
万
円
増
額
。

●�

陳
情
第
４
号　

豪
雪

地
帯
対
策
特
別
措
置

法
の
改
正
等
に
関
す

る
意
見
書

　

豪
雪
地
帯
対

策
特
別
措
置
法

の
特
例
措
置
の

延
長
、
財
政
支

援
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

　

特
例
措
置
の

期
限
が
令
和
４

年
３
月
末
で
期

限
を
迎
え
る
こ
と
を
受

け
、豪
雪
地
帯
対
策
特
別

措
置
法
の
10
年
間
の
延

長
と
、豪
雪
地
帯
の
住
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、
雪
処

理
の
担
い
手
確
保
な
ど

豪
雪
地
帯
特
有
の
課
題

に
対
し
て
、
交
付
金
や

基
金
等
に
よ
り
柔
軟
に

対
応
で
き
る
財
政
支
援

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
を
実
施

す
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
。

 

賛
成
討
論 

重
要
な
こ
と
な
の
で
賛

成
。

順調な降雪に恵まれたが、除雪費が嵩むのが心配
豪雪地帯対策特別措置法の延長を望む

● 1 2 月定例会　議決結果●

●令和３年第 3 回臨時会　議決結果●

件      名 議決結果
白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について

可決
賛成：全員

村税等の納期を変更するための白馬村税条例等の一部を改正する条例について
白馬村使用料条例の一部を改正する条例について
白馬村ウイング 21 条例の一部を改正する条例について
白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
令和３年度白馬村一般会計補正予算（第 6 号）
令和３年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

追加議案

令和３年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 可決
賛成：全員

発     委

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書 可決
賛成：全員

件      名 議決結果

令和３年度白馬村一般会計補正予算（第５号） 可決

●請願・陳情文書●
提出者 住所 要　旨 審査結果

全国積雪寒冷地帯振興協議会
会長　花角　英世 白馬村 豪雪地帯対策特別措置法改正に関する意見書の

議決について（お願い）
採択

賛成：全員
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村内外から多数の参加で
活気と盛り上がりのあった

都市計画マスタープランワークショップ
どのように反映されていくのか…

一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・10年何も変わらない農林業をどうするか… … 5

・協働のまちづくりを進めるための具体策は… 6

・大型開発には、同意書提出を条件にすべき… 7

・国の全国民発行目標は23年3月末だが… …… 8

・パートナーシップ制度の導入は……………… 9

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容

・村長の進退は…………………………………… 10

・気候変動に向けた「村長」の舵取りは………… 11

・ふれあいの杜と世界の植物園を活かしては… 12

・接種についての情報提供で見直した点は…… 13

・OTAの客を観光局に誘導する策は何か… …… 14
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【
経
済
対
策
】

問
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
村
の

経
済
対
策
の
方
針
は
。

答
国
の
方
針
に
基
づ
き
、コ

ロ
ナ
感
染
症
の
再
拡
大

の
防
止
に
努
め
る
。地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
枠
組
み
を
活
用

し
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
業

者
や
生
活
者
へ
の
支
援
、エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

問
今
シ
ー
ズ
ン
佐
野
坂
ス

キ
ー
場
が
休
業
す
る
が
、

経
済
的
影
響
は
。

答
休
業
は
た
い
へ
ん
残
念
。

来
期
へ
向
け
て
再
開
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。他
の

ス
キ
ー
場
か
ら
送
迎
も
あ
り
、

観
光
協
会
な
ど
へ
村
も
支
援
し

て
い
く
。

問
岸
田
内
閣
の
成
長
と
分

配
に
つ
い
て
、村
へ
の
影

響
は
何
か
。

答
地
方
を
活
性
化
し
て
い

く「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
」に
お
い
て
、成
長
分

野
で
は
農
林
水
産
業
の
輸
出
・

生
活
基
盤
強
化
、観
光
の
高
付

加
価
値
化
、地
域
公
共
交
通
支

援
、文
化
芸
術
振
興
が
該
当
。更

に
分
配
で
は
、賃
上
げ
を
行
う

企
業
へ
財
政
支
援
、下
請
け
取

引
の
監
督
体
制
の
強
化
、最
低

賃
金
引
上
げ
事
業
者
へ
の
助
成

の
拡
充
な
ど
が
該
当
。

問
簡
単
に
現
在
の
経
済
状

況
下
で
の
賃
上
げ
は
無

理
。村
は
率
先
し
て
山
小
屋
な

ど
の
宿
泊
料
金
を
上
げ
て
行
く

べ
き
で
は
。

答
山
小
屋
に
関
す
る
条
例

改
正
は
行
う
。
観
光

I
T
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
質

を
上
げ
る
取
組
が
必
要
。

問
経
済
活
性
化
策
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
構

想
へ
の
取
組
は
。

答
I
T
技
術
者
の
不
在
や

住
民
へ
の
理
解
不
足
な

ど
課
題
が
あ
り
、現
在
は
厳
し

い
状
況
。

問
売
り
上
げ
減
少
に
よ
る
、

村
の
財
政
状
況
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答
本
年
度
も
村
民
税
で

４
５
０
０
万
円
、固
定
資

産
税
で
３
２
０
０
万
円
減
収
。

そ
の
分
普
通
交
付
税
が
増
え
た
。

自
主
財
源
は
減
る
が
依
存
財
源

は
増
え
る
の
で
、ト
ー
タ
ル
で

は
減
収
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

【
農
林
業
振
興
】

問
脆
弱
な
経
営
体
質
に
あ

る
農
林
業
の
後
継
者
育

成
に
お
い
て
、ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
や
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
を

開
講
し
て
は
。

答
国
の
育
成
事
業
を
活
用

し
、県
や
農
協
、地
元
農

業
者
の
力
も
借
り
、後
継
者
が

長
期
に
わ
た
り
営
農
で
き
る
体

制
を
整
え
た
い
。

問
資
材
の
高

騰
や
高
齢

化
、担
い
手
不
足

な
ど
生
産
現
場
か

ら
は
農
業
の
未
来

が
見
え
な
い
。業

界
の
経
営
体
質
の

改
善
や
将
来
へ
の

振
興
策
は
。

答
地
域
内
消

費
や
地
産

地
消
の
推
進
、補

助
金
体
質
か
ら
の

脱
却
、ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
や
技

術
の
伝
承
な
ど
。

問
植
林
し
た

杉
な
ど
は

伐
採
時
期
に
き
て

い
る
。伐
採
や
搬
出
に
係
る
経

費
の
高
騰
に
よ
り
木
を
売
っ
て

も
原
価
割
れ
の
状
況
。森
林
整

備
の
事
業
化
の
見
解
は
。

答
森
林
贈
与
税
の
活
用
に

よ
る
、公
共
性
の
高
い
森

林
経
営
管
理
の
実
施
。
薪
ス

ト
ー
ブ
や
薪
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
利

用
な
ど
、木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

村
内
循
環
と
し
て
地
域
内
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
事
業
化
を
検
討
。

津滝 俊幸 議員

答 担い手づくりが一番重要！
育成に取り組む

問 10年何も変わらない
農林業をどうするか

北城北部地区ほ場整備事業エリア図
100年の計に立って、優良農地を後世に残す事業を
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【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

問
地
区
担
当
職
員
制
度
の

概
要
と
現
状
は
。

答
平
成
18
年
度
に
制
度
が

ス
タ
ー
ト
。基
本
的
に
は

地
区
か
ら
の
要
望
に
対
し
、職
員

が
役
場
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
信

頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

問
制
度
は
機
能
し
て
い
な

い
の
で
は
。

答

 

総
務
課
長 

地
区
役
員

に
は
聞
き
な
れ
な
い
部

分
も
あ
る
と
思
う
が
、加
入
率

は
担
当
職
員
の
な
か
で
わ
か
る

者
が
確
認
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク

し
、加
入
率
の
推
定
を
出
し
て

い
る
。各
役
員
と
の
つ
な
が
り

が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

今
後
見
直
す
こ
と
も
考
え
る
が
、

制
度
に
そ
っ
て
動
い
て
い
る
部

分
も
あ
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

問
集
落
支
援
員
の
概
要
と

現
状
は
。

答
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
を
有
し

た
人
材
に
委
嘱
。
集
落

の
状
況
把
握
、住
民
と
行
政
の

間
で
の
話
し
合
い
の
促
進
等
を

実
施
、経
費
は
特
別
交
付
税
措

置
。11
月
末
現
在
６
名
。業
務
は

地
区
の
書
類
作
成
、林
業
振
興
、

道
路
維
持
に
関
す
る
こ
と
等
、

地
区
か
ら
の
要
望
対
応
を
中
心

に
活
動
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

概
要
と
現
状
は
。

答
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地

域
等
の
条
件
不
利
地
域

に
移
住
し
、地
場
産
品
の
開
発

等
、地
域
協
力
活
動
を
行
い
な

が
ら
、地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
取
組
。任
期
は
１
年
以
上

３
年
未
満
で
、経
費
は
特
別
交

付
税
措
置
。11
月
末
現
在
３
名
。

移
住
定
住
促
進
、情
報
発
信
、白

馬
高
校
支
援
業
務
な
ど
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

問
採
用
方
法
及
び
定
住
率

は
。

答

 

副
村
長 

あ
る
程
度
、幅

を
持
ち
な
が
ら
採
用
。

3
年
任
期
終
了
者
は
16
名
、定

住
者
は
４
名
で
定
住
率
は
25
％

で
低
い
。

問
行
政
と
住
民
の
協
働
を
進

め
る
た
め
の
具
体
策
は
。

答
地
区
担
当
職
員
制
度
を

活
用
し
て
、行
政
区
の
加

入
率
と
、地
域
づ
く
り
事
業
補

助
金
活
用
地
区
数
の
目
標
値
を

設
定
。ま
た
、集
落
支
援
員
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
・

活
性
化
す
る
。

　

答

問 ごみ・リサイクル
集積場実態調査
結果は
燃えるごみ、
燃えないごみの
分別は 90％以上

【
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
集
積
場
】

問
各
地
区
ご
み・リ
サ
イ
ク

ル
集
積
場
実
態
調
査
結

果
は
。

答
地
区
衛
生
委
員
と
、小
規

模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
使
用

者
を
対
象
に
調
査
し
た
。回
収

率
は
96
％
で
、燃
え
る
ご
み
、燃

え
な
い
ご
み
の
分
別
は
90
％
以

上
。リ
サ
イ
ク
ル
物
の
分
別
は

概
ね
70
％
か
ら
90
％

は
で
き
て
い
る
と
回

答
。問

調
査
を
受
け

て
の
見
解
と
、

具
体
的
な
改
善
策

は
。答

原
則
地
区
集

積
場
に
は
事

業
系
一
般
廃
棄
物
を

出
さ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、白
馬
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
む
際
は
、事
業

系
指
定
袋
に
入
れ
て

出
す
よ
う
、
村
内

５
０
０
の
事
業
所
へ
、

協
力
の
お
願
い
通
知

を
出
し
た
。

問
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
後
の
対
応

は
。答

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
の

分
け
方
・
出
し
方
早
見
表

を
全
戸
配
布
。実
際
の
写
真
を

掲
載
、広
報
誌
等
で
周
知
。事
業

系
一
般
廃
棄
物
の
搬
出
は
、収

集
業
者
へ
個
別
委
託
処
理
へ
の

移
行
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

増井 春美 議員

答
地
区
担
当
職
員
制
度
を
活
用
し
て

目
標
値
を
設
定

問
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
具
体
策
は

青鬼地区の堰（せぎ）ざらい
県・役場・ボランティア・地区の皆さん
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【
大
規
模
開
発
と
開
発
姿

勢
】問

諏
訪
郡
富
士
見
町
の
太

陽
光
発
電
設
置
工
事
に

関
し
て
、住
民
か
ら
安
全
と
生

活
環
境
に
対
し
て
、不
安
と
反

対
の
声
が
広
が
る
中
、富
士
見

町
長
は「
高
い
開
発
圧
力
に
、通

り
一
遍
の
規
制
だ
け
で
は
生
活

環
境
、自
然
環
境
は
守
れ
な
い
」

と
判
断
し
、事
業
者
に
近
隣
住

民
・
関
係
区
の
同
意
書
の
提
出

を
許
可
条
件
に
す
る
条
例
改
正

案
を
提
出
し
た
。白
馬
村
も
、富

士
見
町
を
見
習
っ
て
、近
隣
住

民
の
同
意
書
提
出
を
許
可
条
件

に
加
え
て
は
。

答
開
発
行
為
に
対
し
て
、事

業
者
に
近
隣
住
民
の
同

意
書
提
出
を
義
務
づ
け
る
考
え

は
な
い
。

問
雑
誌『
世
界
』の
特
集
記

事
に
、開
発
に
直
面
し
て

い
る
自
治
体
を
対
象
に「
説
明

会
の
開
催
、住
民
同
意
の
義
務

付
け
」の
条
例
制
定
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
記
載
。

環
境
に
関
す
る
条
例
制
定
済
み

と
検
討
中
の
自
治
体
１
７
５
の

自
治
体
を
対
象
に
、住
民
へ
の

説
明
会
開
催
が
99
団
体
。住
民

同
意
の
義
務
付
け
が
33
団
体
。

富
士
見
町
の
職
員
も
旧
建
設
省

か
ら「
同
意
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
は
適
当
で
な
い
」と
の

通
達
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、

安
全
と
住
環
境
が
心
配
。「
条
例

を
作
る
こ
と
で
、開
発
の
抑
制

に
つ
な
が
れ
ば
」と
、苦
渋
の
選

択
と
の
返
答
。ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
、職
員
の
話
を
聞
い
て
の
見

解
は
。

答
財
産
権
、自
由
な
経
済
活

動
、旧
建
設
省
の
通
達
も

あ
り
、同
意
で
は
な
く
地
元
説

明
を
義
務
づ
け
る
現
在
の
方
式

を
継
続
し
た
い
。

答 問
来
年
度
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
、
通
年

運
行
か

予
算
編
成
に
取
り

組
む
中
で
判
断
す

る

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
拡
充
と

活
用
】

問
小
学
生
を
対
象
に
試
験

運
行
を
冬
中
心
に
２
年

実
施
。来
年
度
は
通
年
実
施
か
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

登
下
校
の
安
全
確
保
の

た
め
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
有

効
な
手
段
と
考
え
、通
年
運
行

を
目
指
し
て
い
る
が
、新
年
度

の
予
算
編
成
の
中
で
検
討
す
る
。

問
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
課
題
を
協
議
す

る
組
織
と
内
容
は
。

答
所
管
は
総
務
課
で
、来
年

度
か
ら
開
催
予
定
。
個

別
の
課
題
は
担
当
課
が
部
会
を

開
催
し
方
向
性
を
示
す
。

答 問
白
馬
山
麓
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
の

整
備
計
画
は

ふ
れ
あ
い
の
杜
を

中
心
に
公
園
化
を

検
討

【
ご
み
焼
却
場
跡
地
の
活
用
】

問
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
建
設
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
目
的
と

事
業
費
は
。

答
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
施

設
で
、
資
源
回
収
・
リ

ユ
ー
ス
品
受
入
れ
展
示
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
活
動
、研

修
会
等
の
開
催
支
援
。
総
事
業

費
は
１
億
円
以
内
で
調
整
中
。

問
煙
突
が
な
く
な
り
、非
常

に
見
晴
ら
し
が
よ
く

な
っ
た
。跡
地
は
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
平
地
観
光
の

拠
点
に
な
る
、こ
れ
を
機
会
に
、

１
４
８
号
の
松
川
右
岸
堤
防
を

国
道
か
ら
二
股
ま
で
遊
歩
道
、

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る

等
、大
き
く
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
地
元
区
か
ら
も
、ふ
れ
あ

い
の
杜
だ
け
で
な
く
、松

川
も
含
め
広
い
エ
リ
ア
で
の
観

光
公
園
化
の
要
望
が
あ
り
、地

域
の
方
々
と
全
体
構
想
を
考
え

て
い
き
た
い
。

加藤 亮輔 議員

答 近隣住民の同意書提出
義務づけの考えはない

問大型開発には、同意書
提出を条件にすべき
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【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
】

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

政
府
の
経
済
対
策
で
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
が
最
大
２
万
円
給
付
さ

れ
る
こ
と
が
発
表
。村
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
促
進
の

施
策
は
。

答
本
人
が
来
庁
し
な
け
れ

ば
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
平
日
は
直
接
受
け
取

り
が
で
き
な
い
方
へ
の
配
慮
と

し
て
、毎
週
木
曜
日
は
午
後
５
時

45
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、ま
た

毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、夜
間
・
休

日
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
行

政
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
イ
ト
だ
が
、様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
大
変
便
利

な
も
の
。
村
は
、い
つ
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
か
。

答
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
、平

成
29
年
11
月
か
ら
本
格
運
用
を

開
始
し
て
お
り
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
開
始
し
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
場
合
、効
率

化
さ
れ
る
行
政
事
務
は
。

答
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活

用
し
た
申
請
手
続
内
容

を
各
自
治
体
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

へ
連
携
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、申
請

内
容
の
シ
ス
テ
ム
転
記
な
ど
の

事
務
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。総
務
省
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
自
治
体
D
X
推

進
計
画
に
お
い
て
、国
と
自
治

体
が
協
力
し
、特
に
国
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
手
続
に
つ

い
て
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
を
可
能
に

す
る
と
と
も
に
、そ
れ
以
外
の

各
種
行
政
手
続
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。

問
外
国
で
は
同
じ
よ
う
な

ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
を

使
い
、接
種
後
す
ぐ
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
ワ
ク
チ
ン
パ
ス

ポ
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
う
た
め

の
事
務
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

活
用
さ
れ
た
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
と
い
う
の
は
想
定
し
て
い
な

い
。問

外
国
人
移
住
者
や
在
留

資
格
者
、ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
等
も
含
め
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
活
用
で
き
る
の
か
、

ま
た
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
白
馬
村
の
場
合
、今
は
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
外
国
人

が
入
村
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

主
に
冬
期
に
入
っ
て
く
る
ケ
ー

ス
が
多
い
な
か
で
、入
村
時
は

住
民
登
録
を
す
る
。
住
民
登
録

す
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、主

に
身
分
証
明
書
や
保
険
証
と
し

て
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
今
後
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の

発
展
も
視
野
に
入
れ
た

上
で
白
馬
村
の
何
か
独
自
の
施

策
と
し
て
村
民
の
皆
様
に
喜
ば

れ
る
で
あ
ろ
う
、そ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
、既
に
取
り
組
ん
で

い
る
長
野
電
子
申
請
と

い
う
も
の
が
あ
る
。電
子
申
請

化
に
向
け
た
事
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
は
、逆
に
行
政
側
と
い

う
よ
り
も
、住
民
側
と
し
て
効

率
化
が
図
れ
る
よ
う
な
も
の
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
る
。

切久保 達也 議員

答
白
馬
村
の
交
付
枚
数
は

３
３
２
１
枚

問
全
国
民
発
行
目
標
は

23
年
3
月
末
だ
が
村
は

マイナンバー制度は、行政を効率化し、国民の利便性を高め、
公平・公正な社会を実現する社会基盤
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【
多
様
性
を
認
め
合
う
村
を
目

指
し
て
】

問
村
青
少
年
育
成
村
民
大

会・社
会
福
祉
大
会
で
の

中
学
生
の
意
見
発
表
、文
化
祭

で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す

る
作
品
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た

か
。

答
最
も
重
要
な
こ
と
と
し

て
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う

と
す
る
心
が
大
切
。私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
関
心
を
高
め
、そ

の
存
在
を
認
め
る
こ
と
こ
そ
が

権
利
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
、

学
校
教
育
に
お
い
て
多
様
で
あ

る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。

問
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
子
ど
も
の
現
状
を
把

握
し
て
い
る
か
。

答
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

に
限
ら
ず
、子
ど
も
の

様
々
な
心
の
悩
み
に
は
、養
護

教
諭
を
は
じ
め
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相
談
員
を
配

置
し
、総
合
的
な
支
援
の
中
で

対
応
し
て
い
る
。

問
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
子
ど
も
へ
の
課
題
、教

育
と
啓
発
、支
援
へ
と
つ
な
げ

て
い
け
る
取
組
は
。

答
全
て
の
年
代
に
言
え
る
こ

と
だ
が
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
注
１

等
に
つ
い
て
正
し
く
知
識
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
課
題
。白

馬
中
で
は
今
年
度
の
重
点
と
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
上
げ
て
い

る
。そ
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
に
つ
い
て
の
取
組
が
、今
年

度
は
制
服
変
更
や
意
見
発
表
等

に
成
果
が
出
て
い
る
。大
人
に

対
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
啓
発
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
に

寄
り
添
っ
た
共
生
社
会

を
目
指
す
上
で
、村
の
認
識
と

今
後
の
取
組
は
。

答
ま
ず
は
、知
識
と
認
識
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
肝

要
。早
い
段
階
で
長
野
県
作
成

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
の

庁
内
学
習
会
を
実
施
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

問
国
の
自
殺
総
合
対
策
大

綱
に
お
い
て
、自
殺
念
慮

の
割
合
等
が
高
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、未
理
解
や

偏
見
等
が
そ
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
捉

え
、教
職
員
の
理
解
を
促
進
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。性
的
少
数

者
に
対
す
る
学
校
で
の
具
体
的

な
取
組
は
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
特
化
し

て
や
っ
て
い
な
い
。自
殺
総
合
対

策
大
綱
の
中
に
も
、教
職
員
の
理

解
の
促
進
、適
切
な
教
育
相
談
と

い
う
こ
と
が
明
確
に
書
か
れ
て

い
る
の
で
、進
め
て
は
い
き
た
い
。

問
児
童
生
徒
、学
生
に
対
し

て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
切
り

口
に
、多
様
性
を
体
感
、実
感
す

る
た
め
の
授
業
を
、教
職
員
に

は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
が
い
る

こ
と
を
実
感
し
、セ
ク
シ
ュ
ア

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
子
ど
も

に
と
っ
て
も
過
ご
し
や
す
い
学

校
を
つ
く
る
ア
ラ
イ
注
２
先
生
に

な
る
た
め
の
研
修
を
、外
部
団

体
と
連
携
し
て
行
な
う
考
え
は
。

答
白
馬
中
に
お
い
て
は
、Ｐ

Ｔ
Ａ
の
研
修
会
、人
権
研

修
会
の
中
で
そ
う
い
っ
た
方
も

お
呼
び
し
て
講
演
も
行
っ
て
い

る
。選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
ご

意
見
は
賜
り
た
い
。

問
県
立
高
校
入
試
で
は
、令

和
２
年
度
か
ら
性
別
欄

が
廃
止
さ
れ
た
。教
育
関
係
を

含
め
て
、性
別
欄
に
つ
い
て
今

後
の
対
応
は
。

答
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
、ま
た
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
こ
の
質
問
の
通
告
を
受

け
る
ま
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
、フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
意
識

し
て
い
な
か
っ
た
。今
後
、制
度

導
入
の
意
義
や
導
入
自
治
体
の

状
況
を
研
究
し
た
い
。

注
1
：�

L
：
レ
ズ
ビ
ア
ン（
女
性
同
性
愛

者
）、G
：
ゲ
イ（
男
性
同
性
愛

者
）、B
：
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル（
両

性
愛
者
）、T
：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー（
心
と
体
の
性
が
一
致
し
て

い
な
い
方
）に
加
え
て
、自
分
の

性
が
分
か
ら
な
い
と
い
う「
ク

エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
」と
性
的
少
数

者
を
表
す「
ク
ィ
ア
」の
Q
を
加

え
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
全
般
を
表
す
言
葉
。

注
2
：�

英
語
で「
同
盟
、
支
援
」
を
意
味

す
る「
a
l
l
y
」
が
語
源
で
、

L
G
B
T
Q
の
当
事
者
で
は
な

い
人
が
、L
G
B
T
Q
に
代
表
さ

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
理
解

し
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方
、あ

る
い
は
そ
う
し
た
立
場
を
明
確
に

し
て
い
る
人
々
を
指
す
言
葉
。

田中 麻乃 議員

答 向き合うべき事項である

問パートナーシップ
制度の導入の考えは

白馬中学でのSDGs ミーティング。
LGBTQ差別について講義を行う。
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【
村
長
継
続
の
有
無
】

問
令
和
４
年
８
月
６
日
で

村
長
任
期
が
満
了
と
な

り
ま
す
。進
退
は
。

答

 

村
長 

２
期
目
を
迎
え

た
平
成
30
年
８
月
７
日

か
ら
今
日
ま
で
、こ
の
任
期
を

全
力
で
全
う
す
る
こ
と
の
み
を

念
頭
に
置
き
、職
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、

ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態
で
す
。

問
進
退
に
つ
い
て
、遅
く
と

も
こ
の
時
期
に
ま
で
に

は
判
断
し
た
い
時
期
は
。

答

 

村
長 

先
ほ
ど
答
弁
し

た
と
お
り
で
す
。

答

問 公約達成度の
自己評価は
最低限のラインは
クリア

【
公
約
の
達
成
度
】

問
２
期
目
の
公
約
で
は
、５

本
柱
の
政
策
と
し
て
観

光
振
興
、住
民
福
祉
の
推
進
、教

育
文
振
興
、農
業
振
興
、行
財
政

改
革
、こ
れ
ら
の
具
現
化
に
11

項
目
を
掲
げ
、３
年
と
４
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。達
成
度
の

自
己
評
価
は
。

答

 

村
長 

11
項
目
全
般
の

評
価
は
、達
成
度
に
違
い

は
あ
る
も
の
の
、す
べ
て
の
項

目
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
自
負

は
あ
り
ま
す
。

問
達
成
度
の
低
い
項
目
と
、

そ
の
要
因
は
。

答

 

村
長 

成
果
が
表
れ
た

と
言
え
な
い
の
は
、「
複

合
施
設
の
図
書
館
と
子
供
の
遊

び
場
の
確
保
」、「
公
共
交
通
の

利
便
性
を
図
り
住
民
の
足
を
確

保
」で
、図
書
館
は
立
地
場
所
の

議
論
難
航
や
、公
共
交
通
は
実

施
計
画
に
向
け
て
、住
民
の
生

活
交
通
と
観
光
交
通
の
両
面
か

ら
の
検
討
と
、両
事
業
と
も
財

政
的
な
側
面
も
要
因
で
す
。

問
任
期
満
了
ま
で
に
、一
定

の
成
果
ま
で
押
し
上
げ

る
項
目
は
。

答

 

村
長 

い
ず
れ
も
重
要

課
題
で
あ
り
、全
て
押
し

上
げ
る
こ
と
が
使
命
と
認
識
し

て
い
ま
す
。あ
え
て
、公
約
の
項

目
で
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、持

続
可
能
な
観
光
地
を
目
指
す
う

え
で
、新
た
な
観
光
財
源
は
必

須
で
あ
り
、「
白
馬
み
ら
い
観
光

税
」の
検
討
再
開
を
図
り
た
い

で
す
。

答

問 新年度、地方債の
新規発行額は
元金償還額
７億３千万円以下

【
新
年
度
の
予
算
編
成
】

問
新
年
度
の
重
点
施
策
は
。   

答

 

村
長 

今
月
中
に
、各
課

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
決
定
予
定
で
す
。た
だ
し
、グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
最
終
年
度
で
あ
る

地
方
創
生
推
進
交
付
金
や
、気

候
非
常
事
態
宣
言
を
し
た
村
と

し
て
小
水
力
発
電
事
業
は
、継

続
的
な
重
点
事
業
で
す
。

問
新
年
度
予
算
編
成
は
、本

年
度
実
施
し
た「
枠
配
分

方
式
」を
採
用
か
。ま
た
配
分
枠

は
。答

 

村
長 

「
枠
配
分
方
式
」

を
採
用
し
、一
般
財
源
の

配
分
は
令
和
２
年
度
予
算
対
前

年
比
95
％
、令
和
３
年
度
予
算

対
前
年
比
97
％
で
、令
和
４
年

度
予
算
は
前
年
度
歳
出
の
一
般

財
源
額
と
同
額
を
、要
求
限
度

額
と
し
て
指
示
し
ま
し
た
。

問
新
年
度
の
地
方
債
新
規

発
行
額
は
、元
金
償
還
額

以
下
を
目
標
に
定
め
る
の
か
。

答

 

村
長 

新
年
度
の
地
方

債
新
規
発
行
額
は
、最
低

限
、元
金
償
還
額
７
億
３
千
万

円
以
下
に
抑
え
、実
質
公
債
比

率
注
１

や
将
来
負
担
比
率
注
２

の

悪
化
を
止
め
る
た
め
に
も
、更

に
抑
え
る
つ
も
り
で
予
算
編
成

に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

注
１ �

元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
、資
金
繰
り
の

程
度
を
表
す
指
標
で
、10
％
を
超

え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

わ
れ
る
。本
村
の
３
ケ
年
平
均
数

値
は
10
．9
％

注
２ �

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

本
村
で
は
70
．7
％

松本 喜美人  議員

答
ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態

問
任
期
満
了
に
伴
う

次
期
村
長
選
で
の
進
退
は

誰が射止めるか？白馬村長の椅子
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【
取
り
組
み
や
す
い
ゼ
ロ
・

カ
ー
ボ
ン
の
政
策
】

問
気
候
変
動
対
策
へ
の
村

長
の
情
熱
は
ど
こ
か
ら

き
た
か
。

答
雪
不
足
が
原
点
。
ユ
タ

州
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
の

方
の
公
演
や
阿
部
知
事
か
ら
聞

い
た
こ
と
に
よ
る
。ま
た
白
馬

高
校
生
や
一
般
の
村
民
の
人
た

ち
の
情
熱
に
も
動
か
さ
れ
た
。

問
「
白
馬
村
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本

方
針
等
連
絡
協
議
会
」審
議
内

容
の
広
報
の
方
法
は
。

答
資
料
と
議
事
録
に
つ
い

て
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
、公
開
し
て
い
る
。

問
第
５
次
総
合
計
画
の
後

期
計
画
の
中
に
書
か
れ

て
い
る
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
へ
の

行
動
計
画
の
策
定
目
標
は
、

２
０
２
５
年
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
の
行
動
は
２
０
２
６
年
か

ら
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
総
合
計
画
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
定
量
的
な
業
績
評
価
）

で
目
標
値
を
設
定
す
る
の
で
、

状
況
を
見
な
が
ら
変
更
す
る
。

問
来
年
の
４
月
か
ら
の
行

動
は
。

答
協
議
会
の
行
動
計
画
の

国
へ
の
報
告
は
１
月
末

に
す
る
。答
申
さ
れ
る
計
画
書

に
沿
っ
て
、住
民
と
事
業
者
の

行
動
計
画
を
実
行
に
向
け
、行

政
と
住
民
、事
業
者
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
環
境
負
荷
の
軽
減
や

Z
E
H
注
な
ど
の
周
知
を
行
う

予
定
。

問
今
後
の
住
民
や
事
業
者

へ
の
啓
発
活
動
の
予
定

は
。答

計
画
策
定
後
に
は
本
編

に
加
え
て
概
要
版
を
作

成
す
る
。住
民
や
事
業
者
に
対

し
て
、様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

周
知
や
行
動
の
呼
び
か
け
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

保
育
園
や
小
中
学
校
な

ど
で
、取
り
組
み
や
す
い

再
エ
ネ
１
０
０
％
の
電
力
に
変

え
な
い
か
。ま
た
２
０
３
０
年

頃
ま
で
村
内
で
新
た
な
再
エ
ネ

電
力
を
建
設
し
て
い
く
方
針
は
。

答
白
馬
村
は
水
が
豊
富
な

の
で
、小
水
力
発
電
の
推

進
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

答 問
村
民
へ
の
コ
ロ
ナ

影
響
を
調
べ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
は

村
と
し
て
は
実
施

し
て
お
り
ま
せ
ん

【
コ
ロ
ナ
対
策
！
観
光
客
に

「
安
心
安
全
な
白
馬
」
を
ア

ピ
ー
ル
】

問
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
広

報
は
、今
の
ま
ま
で
十
分

と
考
え
る
か
。

答
大
き
な
苦
情
や
不
満
を

頂
い
て
い
な
い
の
で
、大

き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
判
断

し
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
関
係
全
般
の
情

報
を
統
括
す
る
担
当
者
、

ま
た
は
チ
ー
ム
な
ど
を
作
る
考

え
は
。

答
感
染
拡
大
、当
初
か
ら
第

５
波
ま
で
の
間
、幅
広
い

施
策
や
緊
急
性
を
兼
ね
備
え
た

時
期
を
乗
り
越
え
た
現
時
点
で

は
、必
要
な
い
と
考
え
る
。

注
：�

断
熱
性
の
向
上
と
省
エ
ネ
+
太
陽

光
な
ど
で
発
電
し
、建
物
で
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
正
味
０

に
し
て
い
る
住
宅

尾川 耕一 議員

白馬南小学校のPTAと6年生による断熱プロジェクト
壁に断熱材、窓を2重窓に改造した

答 １人の100歩より100人の
１歩の取組を進める

問気候変動に向けた
「村長」の舵取りは
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【
公
園
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
管
理
と
整
備
】

問
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通

じ
て
も
、相
変
わ
ら
ず
公
園
や

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
要
望
が
多

い
。実
際
に
公
園
は
村
内
に
複

数
、ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
役
場

に
も
あ
る
の
だ
が
、管
理
が
行

き
届
か
ず
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

管
理
と
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。役
場
敷
地
内
の
写
真

を
見
て
ど
う
思
う
か
。

答

 

村
長 

ど
う
は
思
わ
な

い
が
荒
れ
て
る
な
、と
は

思
う
。

 

副
村
長 

管
理
し
て
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、美
化
に
は
努
め

て
い
き
た
い
。

問
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
横

の
親
水
広
場
は
、２
億
円

が
投
じ
ら
れ
た
木
流
川
水
環
境

整
備
事
業
の
起
点
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
だ
が
、桜
は
枯
れ
、草
も

伸
び
放
題
状
態
。今
や
第
２
庁

舎
化
し
て
い
る
こ
こ
は
、一
括

し
て
総
務
課
管
理
と
し
て
は
ど

う
か
。

答

 

副
村
長 

管
理
が
悪
い

の
は
素
直
に
反
省
す
る
。

庁
舎
管
理
の
一
環
に
す
る
が
方

法
は
考
え
る
。

問
白
馬
東
山
自
然
園（
あ
や

め
園
）
は
、
県
事
業
で

１
億
円
か
け
用
地
買
収
も
し
た
。

隣
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
取
り
込
ま

れ
た
ト
イ
レ
や
あ
ず
ま
や
は
村

の
財
産
で
は
な
い
の
か
。廃
園

手
続
き
は
し
た
の
か
。業
者
と

の
賃
貸
借
契
約
は
あ
る
の
か
。

答

 

副
村
長 

建
物
は
村
の

財
産
で
確
か
に
一
旦
整

理
は
必
要
。所
有
権
は
し
っ
か

り
し
て
手
続
き
を
取
り
た
い
。

問
ウ
イ
ン
グ
21
横
の
世
界

の
植
物
園
は
、ち
ょ
っ
と

金
を
か
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
に
な
る
。望
ま
れ
て
い
る

固
定
遊
具
付
き
公
園
と
し
て
再

生
で
き
る
場
所
だ
が
や
ら
な
い

か
。答

 

副
村
長 

伸
び
し
ろ
の

あ
る
施
設
だ
と
思
う
。

 

村
長 

検
討
は
し
て
い
く
が
、若

い
お
母
さ
ん
方
の
望
む
イ
メ
ー

ジ
に
は
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な

い
。問

松
川
端
の
ふ
れ
あ
い
の

杜
公
園
は
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
提
供
し
た
が
、石

彫
や
樹
木
は
残
り
、河
川
内
公

園
や
日
本
の
道
百
選
道
路
、西

側
に
計
画
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
一
帯
と
合
わ
せ
る
と
、

S
D
G
s
的
未
来
志
向
の
象
徴

的
な
場
所
に
な
る
。一
帯
を
活

か
す
た
め
の
青
写
真
を
描
け
な

い
か
。

答

 

総
務
課
長 

白
馬
を
知
っ

て
い
る
方
に
頼
み
、全
体

構
想
は
立
て
て
い
き
た
い
。

 

村
長 

上
高
地
に
匹
敵
す
る
景

観
の
場
所
だ
と
思
っ
て
い
る
。

手
を
か
け
新
た
な
白
馬
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
し
て
い
き

た
い
。

答

問 災害廃棄物処理
計画の策定予定は
令和５年度中に
策定したい

【
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
】

問
近
年
、豪
雨
・
大
型
台
風

が
頻
発
し
、近
い
将
来
大

型
地
震
も
起
こ
る
と
さ
れ
る
。

ひ
と
た
び
大
規
模
災
害
が
起
き

れ
ば
大
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発

生
す
る
。管
内
の
池
田
町・
松
川

村
で
は
策
定
済
み
、大
町
市
は

今
年
度
中
に
策
定
す
る
同
計
画

の
策
定
予
定
は
。

答
環
境
省
の
計
画
策
定
モ

デ
ル
事
業
に
応
募
し
、支

援
を
受
け
な
が
ら
令
和
５
年
度

中
の
策
定
を
目
指
す
。

丸山 勇太郎 議員

答
白
馬
大
橋
付
近
は
上
高
地
に
匹
敵

す
る
場
所
と
認
識

問
ふ
れ
あ
い
の
杜
と
世
界
の

植
物
園
を
活
か
し
て
は

「ふれあいの杜公園」( 左 ) と「世界の植物園」( 右 ) は、未来志向の素晴らしい公園に再生できる可能性がある。
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【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
】

問
前
回
の
一
般
質
問
で
、ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

の
情
報
が
不
十
分
で
は
と
の
指

摘
に
対
し
、新
た
に
12
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
方
に
接
種
券
を

送
付
す
る
資
料
は
ど
の
よ
う
な

情
報
が
良
い
か
、検
討
す
る
と

の
答
弁
だ
っ
た
。そ
の
後
見
直

し
た
点
は
。

答
特
に
見
直
し
た
点
は
な

い
。
年
代
別
の
感
染
者

数
、重
症
化
率
、死
亡
率
や
副
反

応
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
な

ど
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

容
易
に
入
手
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、必
要
性
は
薄
い
と
判
断
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
理
解
す
る
が
、ワ
ク
チ

ン
接
種
の
リ
ス
ク
を
心
配
す
る

方
や
、打
て
な
い
方
も
い
る
。不

当
な
差
別
や
分
断
、誤
解
を
生

ま
な
い
た
め
に
情
報
提
供
が
必

要
。３
回
目
の
接
種
券
に
同
封

す
る
資
料
に
は
そ
の
よ
う
な
記

載
を
求
め
る
が
。

答
接
種
し
た
方
に
何
ら
か

の
事
情
で
打
て
な
い
方

が
い
る
こ
と
を
理
解
を
頂
き
、

反
対
に
未
接
種
の
方
に
つ
い
て

も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
理
解

を
い
た
だ
く
よ
う
な
内
容
で
通

知
を
し
て
い
き
た
い
。

答 問
食
育
推
進
計
画
に

有
機
給
食
の
導
入

を
加
え
て
は

策
定
委
員
会
に
て

検
討
し
た
い

【
食
育
と
農
業
】

問
今
年
度
が
第
２
期
食
育

推
進
計
画
の
最
終
年
度
。

目
標
の
中
で
、地
産
地
消
認
定

制
度
の
創
設
と
あ
る
が
。

答

 

副
村
長 

私
が
言
い
出

し
た
こ
と
だ
が
、そ
の
後

担
当
課
長
で
は
な
く
な
り
、創

設
は
で
き
て
い
な
い
。地
産
地

消
の
推
進
は
、今
ま
で
地
場
産

推
進
委
員
会
に
頼
り
切
っ
て
い

た
部
分
が
あ
る
の
で
、違
う
方

法
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
認
定
制
度
を

創
設
し
て
い
く
な
ら
ば
、

地
産
地
消
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
代
わ
る
よ
う
な

村
独
自
の
制
度
に
し
て
は
。

答
国
の
目
標
で
も
あ
る
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、有
機

栽
培
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
の

命
題
に
な
っ
て
い
く
。
県
の
認

証
も
活
用
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
学
校
で
の
食
育
は
給
食

が
と
て
も
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。近
年
、ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
て
い
る
全
体
の
数
と
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
し
て
い
る
数
は
。

答
全
体
は
７
０
０
食
程
度
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
数
は

現
時
点
で
答
え
ら
れ
な
い
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
し
て
い

る
数
は
20
食
ほ
ど
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
増
減
の
予
測
は
。

増
え
た
場
合
は
対
応
可
能
か
。

答
予
測
は
で
き
な
い
。
現

時
点
で
は
大
丈
夫
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
給
食
で
使
用
す
る
農
作

物
に
使
用
さ
れ
て
い
る

農
薬
等
の
使
用
量
を
把
握
し
て

い
る
か
。

答
細
か
く
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問
子
ど
も
の
健
康
を
第
一

に
考
え
、農
薬
が
心
身
の

健
康
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る

可
能
性
を
鑑
み
、有
機
の
農
作

物
を
積
極
的
に
給
食
に
取
り
入

れ
る
べ
き
。ま
た
有
機
農
業
推

進
の
出
口
戦
略
と
し
て
も
、有

機
農
産
物
を
積
極
的
に
買
い
取

る
シ
ス
テ
ム
と
予
算
が
必
要
で

は
。答

低
農
薬
や
有
機
農
産
物

は
規
格
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
。今
後
話
し
合
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
う
。

問
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

し
た
村
と
し
て
も
、環
境

に
優
し
い
農
業
を
進
め
て
行
く

べ
き
。次
期
食
育
推
進
計
画
の

目
標
に
有
機
給
食
の
導
入
を
追

加
し
て
は
。

答
次
期
の
計
画
は
現
在
策

定
中
で
あ
り
、委
員
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

注
：�

農
林
水
産
省
が
農
業
の
生
産
向
上

と
持
続
性
の
両
立
の
実
現
を
目

指
す
目
的
で
策
定
し
た
も
の
。そ

の
中
に
は
有
機
農
業
の
農
地
を

２
０
５
０
年
ま
で
に
全
体
の
約

25
％
に
す
る
な
ど
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

加藤 ソフィー 議員

はぜかけの風景
日本の農業の未来を明るく
するには食育がカギを握る
のではないでしょうか

答 現時点で、特に見直した点
はない

問接種についての情報
提供で見直した点は
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【
白
馬
村
協
働
予
約
シ
ス
テ

ム
】問

観
光
局
は
、観
光
庁
の

「
既
存
観
光
拠
点
再
生
・

高
付
加
価
値
化
推
進
事
業
」補

助
金
を
活
用
し
実
証
実
験
を
開

始
し
た
。観
光
局
独
自
の
事
業

だ
が
、答
え
ら
れ
る
範
囲
で
の

村
の
考
え
は
。

答
こ
の
実
証
実
験
の
目
的

は
、年
に
8
億
円
と
推
定

さ
れ
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
手
数
料
を
可
能

な
限
り
村
内
に
と
ど
め
、そ
の

資
金
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、地

域
独
自
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
実
現
可
能

性
を
検
証
す
る
と
説
明
を
受
け

て
い
る
。

問
3
月
に
こ
の
実
証
実
験

が
終
わ
れ
ば
、シ
ス
テ
ム

使
用
料
が
発
生
す
る
と
思
う
が
、

そ
の
後
の
対
策
は
。

答
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
と

1
年
分
の
シ
ス
テ
ム
使

用
料
を
補
助
金
で
賄
っ
て
い
る

の
で
、来
年
4
月
か
ら
直
ち
に

使
用
料
が
発
生
す
る
こ
と
は
な

い
。事
業
効
果
の
検
証
後
に
な

る
が
、本
格
運
用
と
な
れ
ば
1

年
後
か
ら
使
用
料
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
る
。

問
白
馬
村
観
光
局
が
、将
来

的
に
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
代
表
に

な
れ
る
よ
う
な
策
は
あ
る
か
。

答
観
光
局
の
執
行
理
事
会

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
実
証
実
験
終
了
後
の
本

格
運
用
に
当
た
っ
て
は
、巨
額

資
金
を
動
員
で
き
る
既
存
事
業

者
か
ら
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
に

は
、地
域
の
魅
力
あ
る
商
材
の

提
供
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
手
数
料
の
域
内
循
環
と

い
う
が
、観
光
局
で
得
ら

れ
た
財
源
は
村
内
の
み
で
活
用

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
観
光

局
の
代
表
理
事
で
も
あ
る
村
長

の
見
解
は
。

答
送
客
で
得
た
手
数
料
は

誘
客
に
活
用
さ
れ
る
と

理
解
し
て
い
る
。送
客
と
誘
客

の
循
環
で
事
業
規
模
が
大
き
く

な
れ
ば
、既
存
Ｏ
Ｔ
Ａ
か
ら
シ
ェ

ア
を
獲
得
す
る
た
め
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
へ
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
。

答

問 村としてGOTO
トラベル不参加の
選択肢は
不参加を選択する
理由は見当たらない

【
G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
再
開

に
向
け
て
】

問
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
操

作
が
不
慣
れ
で
、参
加
で

き
な
い
人
た
ち
へ
の
配
慮
や
手

立
て
は
。

答
P
C
操
作
を
含
め
事
務

手
続
き
に
不
安
の
あ
る

施
設
に
対
し
て
は
、観
光
局
の

職
員
が
施
設
を
訪
問
し
な
が
ら

幅
広
く
且
つ
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
の
で
、相
談
し
て
ほ

し
い
。

問
昨
年
の
苦
い
経
験
を
し

た
多
く
の
お
宿
さ
ん
は
、

複
雑
な
仕
組
み
と
面
倒
な
シ
ス

テ
ム
に
は
閉
口
し
て
い
る
。行

政
と
し
て
是
と
考
え
る
か
。

答
G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
事

業
は
様
々
な
問
題
や
指

摘
が
あ
っ
た
が
、観
光
業
全
体

が
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と

考
え
て
い
る
。安
心
安
全
な
旅

行
環
境
の
確
保
、中
小
事
業
者

へ
の
配
慮
を
含
め
、専
門
家
の

意
見
等
を
考
慮
し
な
が
ら
前
向

き
に
捉
え
て
頂
き
た
い
。

問
昨
年
の
よ
う
な
濃
密
な

人
流
で
、再
度
感
染
が
広

が
っ
た
場
合
の
対
策
は
。

答
再
拡
大
を
引
き
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、希
望
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、従
業
員
へ

の
検
査
体
制
強
化
・
支
援
や
会

社
寮
等
の
感
染
予
防
対
策
な
ど

を
含
め
た
、感
染
症
対
策
事
業

に
注
力
し
て
い
る
。

太谷 修助 議員

答
地
域
の
独
自
性
あ
る
、魅
力
的
商

材
の
提
供
が
必
要

問
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
客
を
観
光
局
に

誘
導
す
る
策
は
何
か

12 月１８，１９日の大雪でスキー場はホッとしている。
新型コロナを抑えて、国内のスキー客が押し寄せれば、
GOTOトラベルにつながっていけるのだろうか？
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スマホアプリで白馬議会だより配信中！！
マチを好きになるアプリ

令和3年11月18日に商工会との懇談会を行いました。
商工会が行った新型コロナウイルス感染症の影響
及び事業者支援に関するアンケート調査の結果報告
では、コロナ禍の売上の減少など経営への影響が引
き続き心配されることなどが示されました。
観光地として淘汰されないための研究等を行うウィ
ズコロナ・アフターコロナを乗り切るための検討委
員会による検討状況について説明があり、本村にお
いて感染拡大が顕著となった令和３年１月及び８月
の感染状況の分析や、村が新型コロナの状況につい
て発信する情報の集約や工夫のお願いなどの要望が
ありました。
意見交換の時間では、「村内の建築物件の施工業者
の約半分が県外という状況。村内の建築工事などは
できるだけ村内の業者が施行できるようになって欲

しい。」「宿泊業者がどんどん減ってしまっていると
いう課題を考えて欲しい。」「固定資産税の減免につ
いて、村のホームページで広報されていたらしいが、
知らない人が大勢いた。情報の出し方が問題ではな
いか。」「議会は村民の声を聞いたり、行政をチェック
する役割であるはず。」などの意見、要望を頂き、そ
れに対しての議員の考えを共有しました。

令和３年11月16日、コロナも落ち着いている時期
に人数を絞り、クラブ側は本部役員の8名、議会側は
全員で約1時間45分間にわたり、懇談を行いました。

短い時間でしたが多岐にわたる課題が挙げられま
した。地域高規格道路（松糸道路）、投票率の低さ、図
書館複合施設の計画問題、地域包括支援センターの人

員・担い手、誘客用のグラウンド、GOTO キャンペーン、
国土調査の進捗状況、ワクチンの接種、地球温暖化、
等々のご意見を頂きました。

一例を挙げれば、「観光局と村観光課とハクババレー
ツーリズム。村の主産業である観光の３団体の一体
感が感じられない。」という指摘に関しては、産業経
済委員会に「白馬村観光組織研究会」が設置され、業
務内容等を調査し来年中旬以降に、村長に検討結果を
報告すると説明しました。また地域経済や生まれ育っ
た若者の流出、宿泊施設や農業などの跡継ぎ問題、人
口減少への懸念が指摘されました。

今回の参加者の中には、議員経験者も多くおられ、
幅広いご意見や議会活動への貴重なアドバイスを頂
きました。ありがとうございました。

委
員
会
掲
示
板
　

商工会との懇談会
村内の厳しい経済状況を共有

白馬村シニアクラブと懇談
幅広い分野で意見交換

ご意見をお寄せください。85-0725（直通）72-7001（ファックス）

議会だよりもマチイロ開始しました
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次の世代へ

令和4年1月31日発行

139

■常任委員会審議
感謝！ふるさと納税３億円増
ふるさと納税基金事業に２億４５８７万円余りを積立 ………………2p

各観光協会へコロナ対策集客イベント開催支援
上限１００万円の補助 …………………………………………………3p

■委員会掲示板
商工会との懇談会 村内の厳しい経済状況を共有
白馬村シニアクラブと懇談 幅広い分野で意見交換 …… 15p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………… 16p

■ 村政を問う　一般質問 ……………………4p
・10 年何も変わらない農林業をどうするか …… 5p

・協働のまちづくりを進めるための具体策は …… 6p

・大型開発には、同意書提出を条件にすべき …… 7p

・国の全国民発行目標は 23 年 3 月末だが …… 8p

・パートナーシップ制度の導入は …………………… 9p

・村長の進退は ……………………………………… 10p

・気候変動に向けた「村長」の舵取りは ……… 11p

・ふれあいの杜と世界の植物園を活かしては…… 12p

・接種についての情報提供で見直した点は …… 13p

・OTA の客を観光局に誘導する策は何か …… 14p

冬季オリンピックイヤー
目指せ！未来のオリンピアン

　　　　

あ

と

が

き

ハクバメシ

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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昨
年
の
世
相
を
表
現
す
る
今
年

の
漢
字
に「
金
」が
選
ば
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
東
京
五
輪
で
日
本
選
手
が
活
躍

し
、多
数
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
給
付

金
で
も
多
く
使
わ
れ
た
。

２
０
２
２
年
は
ど
ん
な
漢
字
が

選
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
個
人
的

に
は「
明
」。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
が
行
き
わ
た
り
、先
行
き
の

明
か
り
が
見
え
て
く
る
年
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

先
日
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
大
先
輩

議
員
か
ら
一
言
、村
民
か
ら
議
員
は

何
で
も
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
。「
と
に
か
く
勉
強
だ
。」確
か

に
そ
の
通
り
。

今
年
１
年
、村
民
の
皆
さ
ま
へ
議

会
の
動
き
を「
議
会
だ
よ
り
」を
通

じ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

（
増
井
春
美
）

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

議
　
　
長

田
中
　
麻
乃

尾
川
　
　
耕

増
井
　
春
美

横
川
　
恒
夫

加
藤
ソ
フ
ィ
ー

切
久
保
達
也

丸
山
勇
太
郎

太
田
　
伸
子

楽しんで暮らす

私が宿の仕事のために白馬に移り
住んでから4回目の冬を迎えて、雪か
きにもすっかり慣れました。
私が白馬に来て感じたことは、自
然の美しさはもちろんのこと、ここ
で暮らしている人たちが本当に活き
活きしている、毎日を楽しんでいる
のだろうなということでした。
もともとそのような方々が白馬村
に集まっているのか、白馬の環境が
そうさせるのか・・
私も感化され、日々を楽しんで暮
らしています。
ここでの生活は、時には自然に振
り回されることもありますが、多く
を与えてくれる自然に感謝するとと
もに、ますます活気のある白馬村に
なるように、私自身も白馬をもっと
知り、白馬に訪れる人たちにも白馬
の魅力を伝えていこうと思います。

私自身が営む『鉄板Diningやまな
み』も5回目の冬のシーズンを迎えま
した。
この2年で飲食業を取り巻く環境
も様変わりし、インバウンド需要主
流から、国内に向けた地産地消、マイ
クロツーリズムやガストロノミーツー
リズムといった取り組みを発信する
場が必要と考えています。
これ一つで白馬の飲食店が全て探
せる。をキーワードに村内飲食店を
広く紹介するサイト『ハクバメシ』
（https://hakubameshi.net/）を 白馬
商工会青年部で立ち上げました。こ
ちらは村内事業者どなたでも、安価
に（商工会会員は無料、非会員も2023
年秋まで無料、その後も低価格）掲載
でき、ページ作成も本年秋までは商
工会会員、非会員問わず無料です。
観光のお客様はもちろん、村民の
皆様にもご活用できるものとなって
います。
食を通して地域の活性化に繋がる
お手伝いができればと願っております。

白馬村に生まれて34年。生まれた
ときからずっと見続けてきた白馬三
山、四季を通して姿が変わる山から
は沢山のエネルギーをもらっていま
す。以前、私が生まれる前の航空写真
を見たときに現在よりも田んぼや木々
が多くあったことを覚えています。
私にはもうすぐ4歳になる娘が居
ますが、この子たちの世代にどんな
景観を残せるのか？とても重要な
課題だと思います。私は農業の会社
で働いているのですが、高齢化によ
り耕作放棄地がどんどんと増えてい
ます。田んぼや畑は作物を作らなく
なった途端に雑草や雑木だらけに
なってしまいます。そうならないた
めにも作物を作り続けていく必要が
あります。
この美しい景観があってこその白
馬という観光地だと思うので、次の
世代のためにも農業を通じて白馬村
の景観を守ることに取り組んでいき
たいです。

エコーランド　岡崎　由香瑞穂　岡澤　悠介 めいてつ白馬町　田中　義之


